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【研究の概要等】 
動物の多くは高度に発達した光受容系に基づく視覚機能を持つ。一方、多くの生物は

約一日周期の生物時計に基づくサーカディアン（概日）リズムを示し、これを駆動する

概日時計は光によって位相が制御されるという共通の特性を示す。したがって、動物に

おける時計機能と光受容能の分子的な仕組みを統合的に解析することは、両者がどのよ

うに相互作用しながら動物に定着して進化したか、その分子シナリオを理解することに

つながる。このような観点から本研究では、非常に短い時間スケールで空間情報を処理

する視覚と、長い時間スケールで時刻情報を処理する概日時計システムを対照的な情報

変換系と捉え、その光シグナリングを支える分子ダイナミズムと個体レベルでの作動原

理の理解を目指す。また、光以外の因子による、いわゆる「非光」位相制御との比較解

析を通して、概日時計の位相制御機構をより深く理解することを目指す。これらの研究

では、自作の遺伝子ターゲッティングマウスや遺伝子組換えゼブラフィッシュを用いた

解析を推進し、分子レベルと個体レベルを結びつける神経科学の方向性を示したい。 
 

【当該研究から期待される成果】 
本研究では、概日リズムと視覚、そして、松果体と網膜の特異性発現の各項目に焦点

を絞り、その分子基盤の理解を目指す。いずれも、自らの研究成果に基づいて立案した

独創的プロジェクトであり、他の研究者には真似のできないユニークな研究内容であ

る。特に本研究では、多様な神経細胞の特徴を理解するため、個々の神経細胞を独立に

解析するだけでなく、類似した神経細胞を統合的に解析することにより両者の特異性を

規定する遺伝子ネットワークを絞り込むことができる。本研究対象の２種の光受容ニュ

ーロンの統合的解析は、生理機能・発生・分化・進化の全ての面においてこの好例であ

り、得られた知見は神経科学の研究分野に強いインパクトを与え得る。 
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